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1 ．問題関心

　高等学校には小中学校にはない 生活指導の特

徴的な指導方法 として、
一

般的に特別指導 とい

われ て い る方法があ る。 こ の特別指導は、法令

違反や校則違反 あるい は問題行動をおこな っ た

生徒に対して おこ なわれ る もの で 、 そ の 内容は

厳重注意、家庭 あるい は学校で の謹慎、自主退

学の勧告とい っ たもの で ある。 こ の 特別指導の

なか で 中心 となる指導法は謹慎指導で あるが、
一
定期間授業に出席 させずに反省 をもとめる と

い っ た指導方法はその 必要性が認知 され 、 最近

では法改正に よ り中学校におい て も、反復する

暴力行為をお こ なう生徒に対 して出席停止 の 措

置をとる こ とが可能 となっ て い る。さらに特別

指導は法令上の懲戒行為 として で はなく、教育

的な指導の
一

環 として位置づ けられてお り 、 実

質的な懲戒的要素を内包 しつ つ も、指導の 目的

と しては教育的効果を意図するもの で あるとい

う認識 が教師間で は広 く共有されて い る 。

　 しか しなが ら、生徒の 学習権を制約す るとい

う結果をもた らす有形力の行使である特別指導

が どの よ うなプ ロ セ ス で お こ なわれ、その 実際

の 教育的効果が どの よ うなも の である の か をあ

きらか に した研究はほ とん どない
。 社会学的な

アプ ロ
ー

チ に よる研究は もちろんの こ と、生活

指導の教育実践 を内容 とする教育雑誌などにお

い て も特別指導に つ い て の記事や報告は多くは

ない 。 現実的には特別指導を通 じて、態度や行

動が改善 され る場合もあれ ば、反抗的態度が増

幅 され 自主退学へ と水路づ けられて い く場合も

あ る 。 仮説 と して は こ の よ うなプ ロ セ ス は シ コ

レ ル ・キ ッ セ の い う学校の 官僚制化 と位置づ け

られ る と考えられ 、 教師集団によ り処遇が選別

され て 指導が 実施 されて い るの で ある 。 また 、

生徒側 の視点にたてば、リス トは教師の態度が

生徒の 行動様式や 自己認識に影響して い る こ と

をラベ リン グ理論で説明 して い る。

　また、従来の研究では進路や学習とい っ た比

較的評価しやすい もの を対象 として い たが、特

別指導 の 対象は行動や態度 とい っ た多元 的な価

値を持つ もの で あり、こ こ で の 生徒一教師間の

関係性は
一

元 的に とらえる こ とは困難である。

そ こ で 、 本研究では高校におい て特別指導の 指

導内容が どの ようなプ ロ セ ス によ り決定され 、

それが実施 され るこ とによっ て発生す る直接的

効果 と間接的な効果につ い て 、その機能をあき

らかにす る こ とを 目的とした 。

2 ．調査 の 対象 と方法

　本研究で もち い るデー
タは、首都圏の 大都市

部の 公 立高校に勤務する生活指導主任 また は主

任経験者 10名に対 して 02年度にお こ な っ たイ

ン タ ビ ュ
ー調査 と、筆者が大都市部の女子が在

籍者の 8割を占める公立職業高校の 教員 として 、

01 年度、生活指導部を担当 した際にお こ な っ た

フ ィ
ール ドワーク で ある。

　したが っ て 、 分析枠組み として は質的なデー

タを解釈 して 仮説生成的な分析をお こなっ た 。

3 ．調査結果

（1 ） 特別指導の プ ロ セ ス

　各学校で多少の 相違はあ るが 、 高校で特別指

導をおこ なう場合は以下の ようなプ ロ セ ス を経

てお こなわれ 、受理 か ら申し渡しまでは、 1 日

か 2 日、 3 日以上 を要す る場合はまれ で ある。

  受理

　事件の 通報を受け生徒指導部が特別指導の 対

　象とするか否か を判断 し、特別指導対象 と判

　断 した場合、受理する

  事情聴取

　当事者及び 関係 した生徒か ら個別に聞き取 り

　および作文を書かせ る

  　部会

　指導部学年合同 で 、 聴取内容をもとに経緯や

　個別事情 も考慮 しなが ら指導原案 を作成

  職員会議

　事件の 概要を報告し指導原案を提案、多数決

　 による承認をお こない 、校長が最終的に決定

  　申し渡 し

　校長か ら本人 ・保護者に指導内容が申し渡 し

　 され、説諭がお こなわれる

  評価 ・指導

　反省状況 、 課題 等の 進捗状況を電話、 面接等

　 によ り確認 し指示を与える
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  　部会

　特別指導の解除に つ い て 、 担任や指導に あた

　っ た教員か ら意見をもとに検討する

  職員会議 （無期謹慎などの 場合）

　反省状況解除 の 原案を職員会議に提案し多数

　決に よる了承をおこ ない校長が最終決定 。

  　申し渡 し

　校長が本人 ・保護者に対して解除の 申し渡 し

　をお こ ない
、 そ の 後の 学校生活に つ い て 注意

　を与える

（2）　 指導内容の実際

　特別指導の プ ロ セ ス は
一
様で も、具体的な指

導の 内容は い くつ か の パ ターン に類型化 され る

  単純型

　喫煙や バ イ ク通学な どで 、本人が事実行為を

認め保護者 も協力的で ある場合 、 学校側の 指導

方針 どお りに指導がすすみ 、ある
一

定期間後に

指導の 解除がおこ なわれ る 。

  妥協型

　本人が事実行為を否認 し続 けた り、 保護者が

学校の 指導方針に強 く反発 して い るような場合、

学校 の 方針 どお りの指導が困難とな り、指導内

容や保護者へ の 説明 ・説得が妥協的なもの なる。

  意向型

　暴力行為や恐喝行為などを繰 り返す生 徒など

場合などにつ い ては、柑対的に解除の認定が厳

しくなり 、 授業に 復帰する た めには生徒は よ り

多 くの努力 を必要 とする 。 結果として退学の 方

向 へ の意向が作用する。

4 ．考察

（1）懲戒か 脂導か

　特別指導は 、 法令に基づ く懲戒処分 とはなっ

て い ない が 、実際的な機能と しては教育的な反

省を求める とい う点では 1 懲戒 として お こなわ

れる揚合と大きな差異が ある とは思えない 。一特

別指導を教育活動の
一

環 として位置づ けて い る

の には以下の よ うな背景が考えられ る。

  生徒に不利にな らない よ うにするため

　懲戒処分 をお こなっ た場合は、その 内容が指

導要録に記載され記録 として 残るの で 、懲戒処

分 としない 。

  客観性 ・厳密性を確保で きない ため

　事件の 際に、教師が事情を聞 く手順や方法な

どは必ず しも 、、懲戒処分を前提と した厳密な も

の で はない
。 そ の ために教育的な指導 と位置づ

けて い る。

  説明責任の 問題

　懲戒処分をお こ な っ た場合 、 保護者や外部に

対す る十分な説明をお こな うため の
、 労力や時

間を確保する こ とは困難である。

（2 ）指導内容の決定メカ ニ ズム

　懲戒処分の 決定と同じく、特別指導の内容に

つ い て も最終的に学校長が決定する の で あ るが 、

実質的に指導内容 の 決定に最 も大きな影響 をも

つ の は、特別指導の 指導原案を決定す る生徒指

導部と学年担任 とで ひ らか られる部会 （拡大部

会）で あ る 。 こ の 部会 の 機能 としては以下の も

の があげ られ る。

  　情報の集約 ・検討 ・精査

　事件の 事情聴取は、多 くの 場合、個別 にお こ

なわれ る の で 、思い 違い や虚言による食い違い

がで る の で、調整 し場合に よ っ て は事情聴取を

繰 り返 し、整合性をはか る 。

  　事実 の 認 定 と指導内容の決定

　事情聴取の結果か ら最終的な事実認定をお こ

ない 、特別指導が相 当か どうか を再確認 し撮導

内容を検討 する 。 基本的には過去 の 類似した指

導事例 を参考に しながら、指導案が作成され る。

過去 に指導事例が な い 場合は 、 他の 事例を参考

に しなが らより慎重 に検討す る。

  指導 パ ター ン の 類型化

　部会にお ける事情聴取か ら指導案の 決定ま で

の 話 し合い の なかで、扱われて い る事件が どの

よ うな性質の もの で あるか と い うことの共通理

解が非自覚的にはか られ る。こ の類型化は特別

指導後の 生徒の 処遇にも大きな影響が与え られ

る 。

5 ．ま とめ

　特別 指導の 指導内容を決定する部会で の 非 自

覚的な指導内容の類型化は 、 たとえば 「こ の生

徒は持たない ですよね」 とい っ た語 りでお こな

われ 、こ れが共 通理解された場合には、経験的

には成就的予言 と し て 実現され る こ とが少なく

ない
。

　 こ の予言の 実現を防ぐ教育的な実践をお こな

うこ とを学校は 目指 さなければならない わ けで

あるが、その た めには有形力 の行使である特別

指導をより効果的に実施するため の検討が必要

で あると思われ る。
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